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まちづくりを知ろう

　自主財源の柱である町税は、固定資産税が家屋の新築な
どにより増収見込みです。一方で、住民税が国の施策である
定額減税の影響で減収となる見込みのため、町税全体では、
6,800万円の減収を見込んでいます。
　依存財源である地方交付税や国庫・県支出金、地方特例
交付金は定額減税の補

ほ て ん
填や認定こども園施設整備に対する

補助、物価高騰対策に対しての臨時交付金により、増収とな
る見込みです。

　歳出は、扶助費が前年に比べ約１億 6,000万円増加とな
りました。福祉分野のサービス利用や子育て支援の支出が増
加しているためで、来年度以降も増加が見込まれます。また、
光熱費などの用途で使われる物件費は、物価高騰の影響を
受け約 5,000万円増加しています。
　普通建設事業に係る歳出は、小・中学校施設やその他の
公共施設の改修を行うため、前年度に比べ約 1,800万円増
加しています。
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歳　出　　歳　入

25億 8,900万円 22.6%
住民の皆さんに納めていただく税金

（-2.6％）
8億1,054万円 7.1%
町の貯金を取り崩すお金

（+24.6％）
町税

繰入金
その他
自主財源

地方交付税

国庫・県支出金

町債
その他
依存財源

9 億 8,421万円 8.6%
ふるさと応援寄付金・施設
利用料・財産収入・前年度
繰越金など
（-2.9％）

28億4,000万円24.7%
一定水準の行政サービスを
受けられるように、国から交
付されるお金

（+2.9％）

29億 3,926万円25.6%
特定の事業を行うために国・
県から交付されるお金

（+11.0％）

4億1,690万円 3.6%
財源不足を補うために借りるお金

（-13.0％）

9 億10万円 7.8%
地方消費税交付金・地方譲与税などのお金

（+16.0％）

扶助費

人件費

補助費等 

物件費

普通建設
事業費

公債費
その他

29 億 6,043万円 25.8%
福祉や子育てに使うお金

（+5.9％）

16億 8,277万円14.7%
職員給与などに使うお金

（+4.6％）

15億 3,333万円13.3％
各団体の助成金や一部事
務組合へ支払うお金

（+5.4％）

15億 6,850万円13.6%
事業を実行する委託料のほ
か、光熱費などの消費的な
用途に使うお金

（+3.2％）

9 億 5,876万円 8.4%
道路や学校などの建設
工事に使うお金

（+2.0％）

7億 6,650万円 6.7%
町の借金に支払うお金

（-0.4％）
20 億 972 万円17.5%
積立金・出資金及び貸付金・繰出金などに使うお金

（+6.1％）

一般会計予算額　114億 8,000万円

会計名 令和 6 年度当初予算 令和 5 年度当初予算 比較 増減率（％）
 一般会計 114 億 8,000 万円 109 億 8,500 万円 +4 億 9,500 万円 +4.5　

 特別会計
 国民健康保険 32 億 3,700 万円 32 億 6,400 万円 -2,700 万円 -0.8　
 後期高齢者医療 5 億 4,400 万円 4 億 9,500 万円 +4,900 万円 +9.9　

 公共下水事業会計

 収益的収入 8 億 1,168 万円 8 億 3,670 万円 -2,502 万円 -3.0　
 収益的支出 8 億 3,951 万円 8 億 9,262 万円 -5,311 万円 -5.9　
 資本的収入 8 億 5,952 万円 6 億 9,053 万円 +1 億 6,899 万円 +24.5　
 資本的支出 10 億 8,718 万円 9 億　651 万円 +1 億 8,067 万円 +19.9　

【会計別予算総括表】

５つの「～になる」町を実現するために
第５次総合計画の５つの「～になる」をもとに、
新規に取り組む事業や重点事業を紹介します。

特　集
令和６年度予算

問い合わせ
　役場財務係

●特産品関連の支援　769 万円
　町の特産品である「水巻のでかにんにく」の品質向上を図

るため、でかにんにく専用の乾燥機を特産品センターに設
置します。

●がん治療者などの病後を支える事業　62 万円
　骨髄移植やがん治療など、治療後のケアが必要な人に助成

を行い、療養生活の質を向上させるための費用を助成しま
す。助成内容については、12ページに詳しく記載しています。

●障がい福祉サービス事業　7 億円
　障がいのある人が、住み慣れた地域でいきいきと生活でき

る町を目指します。自宅でホームヘルパーの介護が受けら
れる居宅介護や、介護する人が病気になったときなどに利
用する短期入所（ショートステイ）など、さまざまな福祉サ
ービスを引き続き実施します。

●プレミアム付商品券事業　2,600 万円
　住民・商工業者の生活を支えるために、令和 6 年度もプレ

ミアム付商品券事業を拡充します。

●学校施設管理費　1億 3,713 万円
　猪熊小給食用リフトの改修、頃末小・朳小校舎防水改修工

事など、各学校の実情に応じた教育環境を整備します。
●学校施設等長寿命化計画見直し　726 万円
　老朽化が進んでいる学校施設を安心・安全に使用するため

に、修繕・工事などの計画を策定します。
●デジタル社会の実現　1,502 万円
　デジタル社会での行政サービスを拡大するため、昨年12

月に開始した広域電子図書館の充実や、システムの標準化
を行います。また、デジタル社会に適応できるよう、スマ
ートフォン講座などの支援体制を強化します。

●イルミネーションの設置　500 万円
　水巻駅南口を拠点とし、さらなる賑わいづくりを推進する
ため、イルミネーションを設置します。

●都市再生整備　1,925 万円
　安心してJR 東水巻駅が利用できるように、仮設ロータリ
ーを整備します。引き続き、JR 東水巻駅周辺等整備基本
構想に基づいて、南部地域の活性化に努めます。

●町営住宅既存ストック活用可能性調査　760 万円
　老朽化した町営住宅の、今後の有効的な活用方法の可能
性について調査・検討します。

●非常時への備え　1,641万円
　大規模豪雨や地震などの非常時に備え、食料等防災備品
の購入や、物資を搬送する資機材搬送用車両を、新たに
購入します。

●子ども医療費の無償化の継続　１億 4,500 万円
　18 歳までの医療費の無償化を引き続き実施することで、

子育て世帯の負担を軽減します。
●子育て世帯応援事業　4,200 万円
　昨年度実施した「低所得の子育て世帯給付金」の対象外

となった世帯に、２万円の電子商品券（水巻コスモスぺい）
を給付する「子育て世帯応援事業」を実施します。

●第 1期水巻町こども計画の策定　900 万円
　多様化する子育て環境に対応した計画を策定し、住民が安

心して子育てができるようにします。
●第二保育所給食調理業務委託　1,500 万円
　今後も乳幼児の発達段階や健康状態に応じた給食を安定

提供するため、給食調理業務の外部委託を導入します。

●ｄボタン広報の実施　110 万円
　災害情報を速やかに伝達するため、テレビの d ボタン機能

を利用した「ｄボタン広報」を実施します。
●総合案内の設置　944 万円
　庁舎内に総合案内を設置し、来庁者が目的の窓口でスムー

ズに手続きができるように、利便性の向上を図ります。
●シティプロモーション　140 万円
　公式マスコットキャラクター「みずまろ」を中心に、町の

魅力を引き続き発信します。

歳
入
定額減税の影響を受けて
税収は6,800万円の減収見込み

歳
出
扶助費は約１億6,000万円の増額
物件費は物価高騰の影響を受ける

学びあう 町になる 子育てにやさしい 町になる

働ける 町になる

居心地のいい 町になる

健やかで
支えあえる 町になる

他その
水巻いいね！
と言われるための戦略

※説明後のカッコ内は前年度比較値です。


